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③ 安政の大地震と大津波 

ペリーが来航して対外関係が大きく揺らいだ時期、日本国内は相次いで大地震に見舞われました。嘉

永 7 年は度重なる大地震を受け、11 月 27 日に「安政」と改元されました。そのため同年を含め、この

時期の地震を総称して「安政の大地震」とも呼びます。 

 

№18 

瓦版 諸国大地震之図 
嘉永 7（1854）年 11 月 4～5 日発生 

森島國男家文書 C2322             

 下段に日本地図を

描き、上段に安政東

海地震および南海地

震による被害のあら

ましを国別に書き上

げた瓦版です。大地

震に伴う大津波によ

って、太平洋沿岸で

は広範囲にわたって

大きな被害が生じた

ことが記されていま

す。広域にまたがり、

版元の不案内な土地

もあったのか、一部

不明瞭な地名も混じ

っているようです。 

嘉永 7（1854）年 6月 15日 安政伊賀地震 

震源は三重県伊賀市付近 

マグニチュード 7.3 （最大震度 7） 

木津川断層帯による内陸型地震 

伊賀上野・四日市・奈良で大きな被害 

 

嘉永 7（1854）年 11月 4日 安政東海地震 

震源は遠州灘～駿河湾 

マグニチュード 8.4 （最大震度 7） 

東海地方に大きな被害 

太平洋岸に大津波 

嘉永 7（1854）年 11月 5日 安政南海地震 

震源は紀伊水道～四国沖 

マグニチュード 8.4 （最大震度 7） 

中部・近畿・四国・九州地方に大きな被害 

太平洋岸に大津波 

 

安政 2（1855）年 10月 2日 安政江戸地震 

震源は江戸（内陸直下型地震） 

マグニチュード 7 程度 （最大震度６強） 

江戸市中に大きな被害 

 

 

【参考】 

平成 7（1995）年 1月 17日 阪神･淡路大震災 

マグニチュード 7.3 （最大震度 7） 

 

平成 23（2011）年 3月 11日 東日本大震災 
マグニチュード 9.0 （最大震度 7） 
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諸
国
大
地
震
之
図 

 

越
前
（
中
略
）、
若
狭
ハ
（
中
略
）、 

夫
天
変
ハ
神
力
を
も
つ
て
ふ
せ
ぐ
べ
か
ら
す
、
頃
ハ
嘉
永
七
甲
寅
年
十
一
月
四
日
朝
五
ツ
時
、
諸
こ
く
大
し
し
ん
、
大
津
な
ミ
に
て
、
ま
づ
伊
豆
ハ
、
大
し
ま
、
其
外
し
ま

ぐ
こ
と

く
ぐ
ゆ
り
つ
ぶ
れ
、

か
も
郡
、
下
田
、
な
が
つ
ろ
、
す
さ
き
、
い
な
と
り
、
か
わ
づ
、
赤
ざ
ハ
、
川
な
辺
、
田
方
郡
、
い
と
う
、
う
さ
ミ
、
あ
じ
ろ
、
あ
た
ミ
、
大
加
郡
、
石
あ
ね
う
ら
、
ま
つ
ざ
き
、
き
ミ
ざ
ハ
郡
、
戸
だ
、

井
つ
、
三
し
ま
宿
ハ
、
こ
と

く
く
つ
ぶ
れ
、
明
神
や
し
ろ
よ
り
左
右
ハ
や
け
る
、
下
田
千
軒
の
町
、
五
丈
ヨ
の
つ
な
ミ
に
て
、
人
家
こ
と

く
ぐ
流
す
、
相
模
・
武
蔵
の
両
こ
く
ハ
、
格
ぐ
わ
い
の
こ

と
も
な
く
、
三
う
ら
、
三
崎
の
へ
ん
、
津
な
ミ
に
て
、
大
い
に
そ
ん
じ
、
箱
根
山
ハ
、
中
あ
れ
な
り
、
駿
河
ハ
、
駿
と
う
郡
、
ぬ
ま
づ
宿
、
水
野
出
羽
守
様
御
城
下
、
こ
と

く
く
つ
ぶ
れ
、
宿
半
よ
り
先

ハ
や
け
る
、
浜
手
ハ
つ
な
ミ
に
て
流
れ
る
、
う
き
し
ま
、
は
ら
宿
、
よ
し
は
ら
宿
、
ふ
じ
郡
、
今
い
づ
ミ
辺
、
ふ
じ
山
、
ほ
う
ゑ
い
山
、
あ
し
た
か
山
、
い
つ
れ
も
大
い
に
あ
れ
る
、
ふ
じ
川
が
け
く
ず
れ

二
丁
よ
む
ま
る
、
い
わ
ぶ
ち
そ
ん
じ
、
い
た
つ
て
つ
よ
し
、
か
ん
ば
ら
宿
、
由
井
の
宿
や
け
る
、
あ
べ
郡
、
し
だ
郡
、
く
ら
さ
ハ
、
さ
つ
た
峠
く
ず
れ
る
、
お
き
つ
宿
ハ
、
つ
な
ミ
に
て
こ
と

く
打
な
が

し
、
人
家
牛
馬
の
死
ぼ
う
か
ぞ
へ
が
た
し
、
三
保
の
松
ば
ら
、
清
ミ
づ
の
辺
、
の
こ
ら
す
つ
ぶ
れ
、
そ
ん
じ
る
、
江
じ
り
も
同
断
な
り
、
府
中
御
城
下
、
是
又
大
い
に
そ
ん
じ
や
け
る
、
ま
り
こ
、
岡
べ
、

し
ま
だ
、
い
つ
れ
も
甚
し
く
そ
ん
じ
る
、
田
中
、
本
多
豊
前
守
様
御
城
下
、
是
ま
た
こ
と

く
く
つ
ぶ
れ
る
、
大
井
川
、
古
今
の
大
水
な
り
、
甲
斐
ハ
（
中
略
）
、
信
濃
ハ
（
中
略
）
、
遠
江
ハ
東
城
郡
、

か
な
や
宿
、
日
坂
と
う
け
く
つ
れ
、
き
く
川
、
さ
よ
の
中
山
、
大
ぢ
ご
く
、
小
ぢ
ご
く
、
日
坂
宿
大
に
あ
れ
る
、
か
け
川
、
太
田
摂
津
守
様
御
城
下
、
山
カ
郡
、
い
わ
た
郡
、
ふ
く
ろ
い
宿
、
三
附
、
池
田
、

相
良
、
田
沼
げ
ん
ば
頭
様
御
り
や
う
ぶ
ん
、
山
な
郡
、
横
す
か
、
西
尾
お
き
の
守
様
御
城
下
す
べ
て
、
は
い
ば
ら
郡
辺
、
一
ゑ
ん
大
そ
ん
じ
な
り
、
天
竜
川
大
水
に
て
つ
ゝ
ミ
き
れ
る
、
浜
松
、
井
上
河
内

守
様
御
城
下
、
ま
い
坂
辺
、
あ
ら
井
宿
、
大
津
な
ミ
に
て
、
り
や
う
し
町
な
が
れ
る
、
人
家
牛
馬
死
す
こ
と
猶
し
れ
ず
、
三
河
ハ
、
二
川
、
よ
し
田
、
松
平
伊
豆
守
様
御
城
下
辺
、
ご
ゆ
、
あ
か
さ
か
、
か

も
郡
、
は
ま
だ
、
田
原
御
城
下
辺
、
ミ
た
郡
辺
ま
で
そ
ん
じ
あ
ま
た
な
り
、
尤
赤
坂
よ
り
京
都
ま
で
ハ
、
宿
々
中
あ
れ
に
て
、
次
立
自
由
也
、
尾
張
路
も
、
一
ゑ
ん
そ
ん
じ
所
有
之
な
り
、
伊
勢
ハ
、
安

濃
郡
、
か
ん
べ
、
本
多
豊
後
守
様
御
城
下
、
白
子
、
安
の
、
津
、
藤
堂
和
泉
守
様
御
城
下
、
こ
と

く
く
そ
ん
じ
つ
ぶ
れ
る
、
く
も
づ
、
月
本
、
松
坂
へ
ん
、
い
ゝ
の
郡
、
宇
治
、
あ
さ
ま
山
へ
ん
、
大
い

に
あ
れ
、
山
田
、
大
神
宮
両
社
と
も
さ
わ
り
な
し
、
わ
た
ら
い
郡
、
い
な
き
川
、
小
ま
た
へ
ん
、
宮
川
の
尻
へ
ん
、
田
丸
御
城
下
辺
、
浦
々
大
い
に
あ
れ
る
、
殊
に
つ
な
ミ
に
て
人
家
多
く
な
か
れ
る
、 

志
摩
ハ
、
と
う
し
郡
、
鳥
羽
、
は
ぎ
わ
だ
、
い
つ
も
、
あ
く
川
、
ミ
さ
き
う
ら
辺
、
是
又
つ
な
ミ
に
て
そ
ん
じ
、
伊
賀
ハ
、
あ
が
郡
辺
一
ゑ
ん
、
上
野
御
城
下
、
な
ば
り
、
あ
わ
、
や
な
本
辺
、
大
い
に

そ
ん
じ
、
大
和
ハ
、
う
た
郡
、
山
べ
郡
辺
、
大
の
、
わ
し
や
、
木
津
、
よ
し
の
、
た
ぶ
ミ
ね
、
山
上
、
三
わ
、
な
ら
か
す
ケ
社
、
高
取
御
城
下
辺
、
郡
山
、
松
平
甲
斐
守
様
御
城
下
辺
、
い
つ
れ
も
大
あ
れ

な
り
、
河
内
ハ
、
一
ゑ
ん
大
か
た
な
ら
ぬ
そ
ん
じ
に
て
、
し
き
郡
、
ふ
る
郡
、
八
上
郡
の
へ
ん
、
山
々
こ
と

く
く
く
づ
る
ゝ
、
紀
伊
ハ
、
む
ろ
郡
、
本
宮
、
新
宮
辺
、
く
ま
の
う
ら
、
大
つ
な
ミ
に
て

人
家
あ
ま
た
流
れ
る
、
あ
り
た
、
は
て
な
し
辺
、
高
野
山
、
な
ち
山
、
汐
見
山
、
大
に
あ
れ
る
、
日
高
郡
辺
、
あ
べ
郡
、
若
山
御
城
下
、
田
辺
の
へ
ん
、
か
だ
う
ら
、
い
づ
れ
も
大
い
に
あ
れ
そ
ん
じ
る
、

和
泉
ハ
、
ひ
ね
郡
、
岸
和
田
、
岡
部
み
の
ゝ
守
様
御
城
下
へ
ん
、
大
と
り
郡
へ
ん
、
惣
し
て
宿(

崩
カ)

也
、
堺
ハ
大
つ
な
ミ
に
て
、
人
家
あ
ま
た
流
れ
る
な
り
、
摂
津
ハ
、
大
坂
町
々
こ
と

く
く
そ
ん
じ
、

よ
く
五
日
夕
刻
よ
り
天
保
山
沖
大
つ
な
ミ
に
て
、
天
保
山
く
す
れ
る
、
あ
ぢ
川
す
じ
、
木
づ
川
す
じ
、
お
き
中
に
か
ゝ
り
い
た
る
大
船
、
小
船
あ
ま
た
入
こ
ミ
、
又
ハ
人
家
の
家
ね
に
あ
た
り
、
こ
と

く

く
そ
ん
じ
、
せ
ん
ど
う
、
か
こ
の
も
の
死
亡
数
し
れ
ず
、
あ
ぢ
川
ば
し
、
玉
つ
ば
し
、
高
ば
し
、
て
つ
ば
し
、
水
わ
げ
ば
し
、
日
吉
ば
し
、
汐
見
ば
し
、
幸
ば
し
、
か
ね
や
ば
し
、
大
こ
く
ば
し
、
い
づ
れ

も
入
こ
ミ
の
大
船
を
し
か
ゝ
り
、
さ
ん
じ
に
打
こ
わ
し
、
大
船
、
小
船
の
そ
ん
じ
、
何
ほ
ど
共
か
そ
へ
が
た
く
、
す
べ
て
此
川
す
じ
に
て
死
亡
の
者
三
千
人
ヨ
と
い
ふ
、
泉
尾
し
ん
田
、
か
ん
助
じ
ま
、
今

木
し
ん
田
、
月
正
じ
ま
、
木
津
村
、
な
ん
ば
し
ん
新
田
、
な
ん
ば
村
、
い
つ
れ
水
入
り
家
こ
と

く
く
そ
ん
じ
る
、
け
が
、
死
亡
の
者
あ
ま
た
に
て
、
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
あ
り
さ
ま
な
り
、
又
し
ま
郡
、
高

つ
き
、
永
井
遠
江
守
様
御
城
下
、
十
三
、
か
ん
ざ
き
、
尼
が
さ
き
、
松
平
遠
江
守
様
御
城
下
、
西
の
ミ
や
、
池
田
、
伊
丹
、
兵
庫
辺
、
大
に
そ
ん
じ
、
須
磨
の
辺
、
う
わ
ら
郡
へ
ん
、
大
そ
ん
し
な
り
、
又

丹
波
路
も
、
ひ
ゞ
き
甚
つ
よ
し
、
山
城
ハ
、
京
都
、
ふ
し
ミ
、
淀
の
辺
ま
て
、
中
あ
れ
な
り
、
近
江
ハ
、
大
つ
、
草
つ
、
い
し
べ
、
水
口
、
土
山
へ
ん
、
是
又
中
あ
れ
な
り
、
播
磨
ハ
（
中
略
）、
備
前
ハ

（
中
略
）、
備
中
ハ
（
中
略
）、
備
後
ハ
（
中
略
）、
安
芸
ハ
（
中
略
）
、
周
防
ハ
（
中
略
）、
長
門
ハ
（
中
略
）、
阿
波
ハ
、
一
ゑ
ん
あ
れ
、
な
か
郡
、
か
ば
、
白
は
ま
辺
、
つ
な
ミ
に
て
な
か
れ
、
し
ん
川
、

小
川
、
な
る
せ
、
か
つ
浦
辺
、
徳
嶋
、
松
平
阿
波
守
様
御
城
下
や
け
る
、
其
外
在
々
そ
ん
じ
る
、
淡
路
ハ
、
須
本
へ
ん
、
大
い
に
ふ
る
ひ
、
浦
々
大
津
な
ミ
、
家
あ
ま
た
な
か
れ
る
、
讃
岐
ハ
、
か
ん
川

郡
、
石
田
、
田
し
ま
、
八
嶋
郡
、
だ
ん
の
浦
、
高
松
、
松
平
讃
岐
守
様
御
城
下
辺
、
そ
う
づ
山
金
び
ら
辺
、
い
づ
れ
も
大
に
そ
ん
じ
、
伊
予
ハ
（
中
略
）、
土
佐
、
あ
き
郡
、
中
村
、
安
田
川
、
ま
き
山
、

長
岡
郡
辺
、
国
分
寺
、
ミ
ね
寺
田
、
高
知
、
松
平
土
佐
守
様
御
城
下
、
大
平
、
佐
川
、
や
き
山
辺
、
ふ
く
う
ら
、
内
う
ら
、
小
松
崎
辺
、
大
つ
な
ミ
に
て
こ
と

く
く
流
す
、
け
が
、
死
亡
数
し
れ
ず
、 

筑
前
・
筑
後
両
国
ハ
、
格
別
の
そ
ん
じ
無
之
、
豊
前
ハ
（
中
略
）、
豊
後
ハ
、
は
や
ミ
郡
、
ま
な
い
、
郡
中
、
下
原
丁
辺
、
と
び
ら
、
安
こ
く
じ
辺
、
杵
筑
御
城
下
辺
、
田
う
ら
、
高
崎
、
日
出
御
城
下
辺
、

大
分
郡
、
岡
、
中
川
修
理
大
夫
様
御
城
下
辺
、
木
は
ら
、
よ
こ
川
へ
ん
、
佐
伯
御
城
下
辺
、
長
お
か
、
さ
か
の
関
辺
、
そ
ん
し
、
浦
々
大
つ
な
ミ
な
り
、
肥
後
ハ
、
あ
そ
郡
、
か
す
木
、
白
川
辺
、
八
代
御

城
下
辺
、
く
ま
本
、
細
川
越
中
守
様
御
城
下
、
人
吉
辺
、
大
に
そ
ん
、
海
岸
大
つ
な
ミ
、
す
へ
て
ひ
ご
一
ゑ
ん
大
そ
ん
じ
な
り
、
肥
前
ハ
、
か
ん
さ
き
郡
、
早
つ
、
高
い
、
し
ほ
た
、
大
村
御
城
下
辺
、
い

さ
は
や
、
佐
賀
、
松
平
肥
前
守
様
御
城
下
辺
、
其
外
浦
々
、
長
崎
、
大
つ
な
ミ
な
り
、
平
戸
御
城
下
と
も
大
に
そ
ん
じ
る
、
日
向
ハ
（
中
略
）
、
大
隅
ハ
（
中
略
）
、
薩
摩
ハ
、
い
さ
郡
辺
、
宮
さ
、
つ
る

田
辺
、
高
さ
郡
辺
迄
、
そ
ん
じ
所
々
也
、
真
事
か
う
代
無
へ
ん
の
大
地
震
な
れ
バ
、
図
面
に
く
わ
し
く
し
る
す 
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№19 

瓦版 諸国
しょこく

聞書
ききがき

大阪
おおさか

大地震
だ い じ し ん

二編
に へ ん

并ニ
ならびに

大津波
お お つ な み

 

嘉永 7（1854）年 11 月 4～5 日発生  

森島國男家文書 C2297             

 

 大坂を中心に、尼崎・奈良・丹波園部・伊勢志摩における安政東海・南海地震の被害状況（津波を含

む）を報じています。 

大坂では、坐摩
ざ ま

神社
[いかすり]

の絵馬堂が大破し、四天王寺の五重塔も傾いたと記されています。 

この時、大坂は震度 6 程度の揺れと推定されています。左下に描かれた、津波で押し流され折り重な

った船の無残な姿が衝撃的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経塔 

三重県伊賀市 安政 2（1855）年 6 月建立 

安政東海・南海地震の半年前、嘉永 7（1854）

年 6月に発生した安政伊賀地震によって、伊賀

では 600名ほどの死者が出ました。 

一周忌の際、犠牲者を供養するため、この塔を

築き法華経が納められました。 

 

森島家文書の瓦版などを整理して入れ

ていた袋の一つ（C2291～C2341） 



                                 

  
 

 

丹
波
薗
部 

四
日
五
ツ
時
よ
り
大
地
震
に
て
、 

家
数
凡
弐
百
軒
あ
ま
り 

く
づ
れ
、
死
人
弐
百
人
余
、
う
せ 

人
数
し
れ
ず
、
近
在
六
ヶ
所 

大
そ
ん
じ
、
三
田
凡
七
十
軒
斗 

く
ず
れ
、
其
近
在
九
ヶ
む(

ら)

て 

大
損
じ
、
家
数
凡
百
四
五 

十
軒
く
づ
れ
、
け
が
人
多
く
、 

死
人
凡
五
十
人
、
う
せ
人
数
不
知 

堺
つ
な
ミ
に
て
築
地
は
し 

落
、
死
人
あ
り
、
柏
わ
ら
む
ら 

家
く
つ
れ
出
火
と
成
、
泉
州
さ
の 

つ
な
ミ
に
て
大
さ
ハ
き
、
平
の
、
八
尾
、

此
近
在
大
そ
ん
じ
、
兵
庫
、 

西
の
宮
、
名
田
目
此
近
へ
ん 

家
く
つ
れ
大
そ
ん
□
多
し
、 

并
ニ
摩
耶
山
崩
れ
、
其
下
の 

在
所
家
々
く
つ
れ
そ
ん
じ
あ
り 

 

同
五
日
七
ツ
半
時
よ
り
大
し
し
ん 

に
て
、
ざ
ま
絵
馬
堂
大
く
ず
れ
、 

四
天
王
寺
太
こ
堂
く
す
れ
、
同
し 

ろ
と
う
、
こ
つ
堂
前
花
た
て
石 

其
外
諸
堂
大
そ
ん
じ
、
五
重 

の
塔
三
重
目
東
へ
り
や
ね
そ
ん
じ 

お
ち
、
南
東
へ
ゆ
か
ミ
、
一
心
寺
ね
り 

へ
く
ず
れ
、
せ
ん
ば
い
な
り
石
の 

と
う
ろ
う
く
ず
れ
、
天
満
妙
見
宮 

ゑ
ま
堂
く
ず
れ
、
し
ら
が
町 

観
音
前
せ
ん
香
立
く
す
れ
、 

其
外
大
そ
ん
じ
、
天
満
西 

寺
町
金
ひ
ら
ゑ
ま
堂
大 

く
ず
れ
、
大
仁
む
ら
百
性
家 

五
六
け
ん
く
ず
れ
、
う
ら
江
村 

安
楽
寺
本
堂
大
く
ず
れ
、
此
近
辺 

大
そ
ん
じ
、
安
治
川
通
大
く
ず
れ
多
、

安
治
川
と
く
ろ
、
此
近
辺
そ
ん
し
崩

レ
、
九
条
村
、
前
だ
れ
嶋
、
寺
嶋
、
富

嶋
、
戎
し
ま
、
此
辺
大
崩
レ
、
亀
井
は

し
土
蔵
川
中
へ
く
ず
れ
込
候
事
、
紀
の

国
ば
し
南
へ
二
丁
角
家
大
く
ず
れ
、 

あ
ハ
ぢ
町
西
土
蔵
く
ず
れ
、 

本
町
心
才
は
し
東
ヘ
入
裏
長
家 

く
づ
れ
▲
西
よ
こ
ほ
り
せ
と
物
店 

そ
ん
じ
た
る
事
数
不
知
、
并
材
木
大
た

を
れ 

諸 

聞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

大
阪
大
地
震 

并
ニ

大
津
波 

国 
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 

嘉
永
七
寅
年
十
一
月
四
日
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
篇
本
し
ら
べ 

尼
ヶ
崎 

四
日
大
地
震
ニ
而
、
築
地
家 

か
ず
弐
百
軒
ば
か
り
、
辰
巳
の 

渡
し
南
詰
宿
や
茶
店
共 

残
こ
ら
ず
く
づ
れ
、
市
中
三
百 

軒
余
り
崩
れ
、
内
川
八
尺
余
り 

高
水
と
成
、
五
日
の
夜
迄
三
十 

五
度
の
ゆ
り
、
死
人
凡
百
人
余
、 

け
が
人
数
し
れ
ず 

十
一
月
五
日
く
れ
方
よ
り 

沖
雷
の
如
く
う
な
り
、
高
サ 

壱
丈
余
り
大
波
か
さ
な
り 

打
来
り
、
天
保
山
よ
り
泉
尾 

し
ん
田
、
勘
介
じ
ま
、
今
ぎ 

し
ん
田
、
月
正
嶋
、
木
津 

む
ら
新
田
、
な
ん
ば
嶋
、 

此
近
辺
の
新
田
大
つ 

な
み
に
て
、
家
根
上
り 

候
人
ハ
た
す
か
り
、
其
ほ
か 

舟
ニ
の
り
候
人
、
舟
の
り
、
船 

頭
、
新
田
の
人
々
、
死
人
有
、 

凡
千
五
百
人
と
も
弐
千 

人
と
も
数
し
れ
ず
、
千 

五
百
石
已
上
、
三
百
石
已 

上
の
大
ぶ
ね
道
頓
堀
へ
入
込
、
其
外 

上
荷
、
茶
舟
、
て
ん
ま 

下
敷
ニ
な
り
、
く
た
け 

候
ふ
ね
数
し
れ
ず
▲
落
候
橋
、 

道
と
ん
堀
日
吉
は
し
、
唐
金
は
し
、 

幸
は
し
、
住
吉
は
し
、
堀
江
水
分
は
し
、 

黒
が
ね
は
し
、
長
ほ
り
高
は
し
、 

安
治
川
は
し
、
ゑ
の
子
嶋
亀
井
は
し
、

国
津
は
し
、
西
よ
こ
ほ
り
金
や
は
し
、

是
ミ
な
つ
な
ミ
の
た
め
ニ
お
ち
候 

高
津
新
地
高
津
は
し
南
ニ
入 

に
か
ハ
や
納
家
十
軒
斗
り
ハ
大
く
づ

れ
、
生
玉
鳥
居
こ
け
、
同
神
主
家 

敷
少
々
ヅ
ヽ
、
此
近
辺
大
そ
ん
じ
、 

雲
雷
寺
本
堂
ゆ
が
む
、
天
下 

茶
や
塀
く
つ
れ
、
其
ほ
か
家 

大
そ
ん
じ
、
下
寺
町
源
正
寺
門 

大
そ
ん
じ
、
其
ほ
か
寺
々
門
へ
い 

大
そ
ん
じ
、
中
寺
町
当
麻
の 

掛
所
門
く
つ
れ
、
同
と
な
り
本 

堂
大
そ
ん
じ
、
高
津
志
正
い
ん 

高
塀
く
つ
れ
、
な
ん
バ
鉄
げ
ん 

寺
つ
り
か
ね
お
ち
る
、
大
ど
こ
ろ 

く
つ
れ
、
其
外
諸
堂
大
そ
ん
じ 

 
 

 

奈
良 

四
日
朝
五
ツ
半
時
よ
り
大
地
震 

に
て
、
壱
人
も
内
ニ
入
人
な
し
、 

家
土
蔵
く
づ
れ
、
清
水
辺
西 

手
が
い
通
り
五
六
軒
く
づ
れ
、 

五
日
大
地
震
ニ
而
、
先
ニ
の
こ
り
候 

家
ハ
又
候
大
く
づ
れ
、
并
ニ 

郡
山
右
同
や
う
の
大
地
震
ニ
御
座
候 

 
 

 

伊
勢
志
摩 

五
日
く
れ
方
よ
り
大
津
な
ミ 

に
て
、
四
日
市
、
桑
名
、
か
ん
べ
、 

鳥
羽
、
白
子
、
津
、
此
近
辺
大 

つ
な
ミ
に
て
、
な
が
れ
候
人
は 

数
し
れ
ず
▲
志
摩
城
下 

ハ
、
家
中
家
敷
其
外
つ
な
ミ 

に
て
大
な
が
れ 

 

大
坂
町
中
毎
夜

く
如
此
ニ
而
、
大
道

へ
畳
を
引
、
び
や
う
ふ
、
あ
る
ひ
ハ
障

子
に
て
か
こ
ゐ
、
夜
を
明
し
、
ま
こ
と

ニ

く
其
こ
ん
さ
つ
筆
紙
に 

つ
く
し
が
た
し 

 

 

 

の
じ
く
の
図 

四
天
王
寺 

ざ 

ま 
絵
馬
堂 

 

金
屋
は
し 

大
こ
く
ば
し 
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